





















弟 5 9 0 9 
口万
昭和 58 年 2 月 21 日































第 7 章は総括で，第 2 章から第 6 章までの主要な結論をまとめている。
論文の審査結果の要旨
研削加工は，その基本現象として高速，高温条件下の微小領域で発生する変形，破壊が重要な役割
をはたすため，実用面はともかく，その物理機構は不明な点が多く，従来の研究手法に加えて新しい
解析手段の開発が強くのぞまれている。
本論文は，解析手段として工具ならびに加工面からのエキソ電子放射現象を用い，従来にない新し
い観点から研削現象の解明を試みた研究をまとめたものである。特に 研削現象解析に適した信頼性
の高いエキソ電子放射測定装置を開発し 詳細な実験とそれにもとづく考察によって研削現象に関す
る新しいパラメータを提唱したこと，研削油剤のレピンダ効果をエキソ電子放射を手がかりに新しく
実証したことなどが注目される。
以上のように本論文は，研削現象に関する新しい研究手段の展開を示すとともに多くの新知見を得
ており，機械加工学に寄与するところが大き Po よって本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
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